
2019 年度 そだちネットワーク部会活動計画 

【目的】様々な障がいや困り感を持っている子ども及び家族の気持ちに寄り添いながら、子どもや家族を支える地域の関係機関の連携体制を構築していくこと 

～4つの基本的柱～ 

①子どもの困り感や特性に合わせた支援     ②家族の気持ちに寄り添う支援（障がい受容の伴走者であること） 

③関係機関のネットワーク機能の充実      ④重心・医ケア児とその家族が安心できる地域づくり 

【主な活動】 

 

●実行委員会を立ち上げ、フォーラム開催に向けての協議を開始していく。 

 

 

 

          ●担当や機関が変わっても、子どもの情報を残して繋いでいけるシステムのための入力フォーマットの小学校版(小 1

～小 6)、中学校版(小 6～中 3)の 2 種が完成し、情報の管理は、個人情報保護の為、教育委員会のみが担っていく方

向。今年度は６市町村揃って実際に導入を開始してからの状況を意見交換し、協議内容を新たに検討していく。 

              

●保護者が幼児期からの相談経験を蓄積していく体制づくり “早期から相談の大切さや相談することのメリットを知

ることができるため”のリーフレットの作成について方向性が決まり、原案を基に具体的な内容や文言について検

討を進めている。今年度はリーフレットを完成させ、試験的な配布や評価を行っていく。 

 

●支援者が、チームを作る時の相談先が一目で分かるための「支援関係者のための相談マップ」の概ねの様式が完成

した。今年度は窓口となる担当や連絡先等の最終確認を行った後、飯山養護学校特別支援教育連携協議会にて配布

し、不具合や不足する情報などあれば修正を加えていく。  

 

●昨年度、2回の親の会を実施した。第２回の親の会では、「災害時フローチャート」を保護者と行政と共に記入する

ことで、災害時の対応について考える機会となった。今年度も継続して計画を立てていく。 

●医療的ケア児等課題検討チームでは、地域連携と地域資源の２本柱で取り組んでいくこととなった。地域連携では、

今年度は主に医療との連携体制づくりを、地域資源は、資源の開発や災害時対応等に取り組んでいく。 
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【その他】 

●飯山赤十字病院子どものこころ相談室終了に伴う地域からの声を部会内で取り上げ、地域全体の課題として共有・検討する機会の継続 

柱④WG 重心・医ケア 

医療的ケア児 

課題検討チーム 

 


